
第３回 主要地方道乗鞍公園線「路側崩壊」対策検討会 
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被災箇所における地質調査結果
１.被災箇所の地質調査結果

1

資料１

（１）調査概要

調査平面図

：定点観測点

調査種類 箇所名・測線名 調査目的

コアボーリング BS-1 移動土塊の分布範囲の確認

BV-1 崩壊背後の地盤状況の確認

BV-2～BV-4
BV-10～BV-12

崩壊対策工(構造物)の支持層確認

BV-5～BV-9 崩壊背後斜面の地盤状況の確認

ハンディーボーリング BW-1～BW-6 水位観測孔掘削

弾性波探査 P1 構造物支持層の面的把握

P1～P4 被災地周縁の地層構成の面的把握

表面波探査 S1 崩壊背後地盤の硬軟の面的把握

標準貫入試験 BV-1～BV-12 深度毎の地盤の硬軟の把握

孔内水平載荷試験 BV-1～BV-12 Mal0層の確認。緩み程度の把握

孔内水位観測 BW-1～BW-6 崩壊背後の地表付近の水位確認

BV-1～BV-12 地盤内水位変動状況の確認

※鉛直ボーリングBV-1～BV-12(12箇所)では
標準貫入試験と孔内水平載荷試験、孔内水
位観測を実施



被災箇所における地質調査結果
（２）地質調査結果（その１）

図1‐2 被災箇所の地質横断図
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※ 地質横断図はボーリング調査、弾性波探査等を基に作成
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Mal0
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Mal2

Mal3

dt
盛土
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観測水位

① 泥岩・砂岩の互層で軟質岩盤と硬質岩盤が混在した不均質な地盤が、深部まで存在
することを確認

② 観測地点において複数の水位を確認



RQDの値が小さいこと及びコアの風化変色箇所(地下水変動区間)の分布、風化した岩盤への
地下水の浸透により、地下深部まで継続的に風化が進行していることを確認
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（２）地質調査結果（その２）

被災箇所における地質調査結果

図1‐3 被災箇所のボーリング調査結果（BV-3，BV-5） 3

【山側】BV-5のボーリング柱状図・コア写真

【谷側】BV-3のボーリング柱状図・コア写真
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※RQD：ボーリングコア1mに対して、10cm以上の棒状コアが占める割合を
示したもので、き裂が少ない岩盤ほど大きな値を示す

※N値：土の締まり具体や強度を求める基準となる数値であり、強い地盤
ほど大きな値を示す



被災箇所における地質調査結果
（２）地質調査結果（その３）
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各層ともN値にばらつきがあり、

特にMal1層において顕著である
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9割のRQDが0%で
平均RQDは2.2%

8割のRQDが0%で
平均RQDは3.5%

8割のRQDが0%で
平均RQD5.3%

各層ともRQDが小さく

き裂が発達している

ことが判る

N値は15～300で
ばらつきが大きい

N値は14～50で
3割程度が30未満

Mal1～Mal3層におけるRQD分布変形係数EとN値との関係

変形係数Eは一般的に用いられ

るN値からの推定値(NEXCO設計

要領)に対して、孔内水平載荷

試験の実測値は低い値となった
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① N値にばらつきがあり、一律でなく複雑な地盤である
② 変形係数Eが推定値よりも小さい値であり、変形しやすい地盤である
③ RQDの値が小さく、亀裂が多く著しく風化した地盤である

複雑な地盤

変形しやすい地盤

著しく風化した地盤

※変形係数E：地盤の固さ（変形に対応できる力の強さ）を表すもので、変形係数が高いほど変形しにくい



被災箇所における地質調査結果

（３）被災箇所における地盤の評価

継続的に地下水の影響を受け、風化が進行している

地下深部まで多くの亀裂が発達した、複雑かつ変形しやすい地盤である

5

地山内において風化が進行し続けていると考えられる



至 平湯

至 畳平

被災箇所における地質調査結果
２.被災箇所周辺の地形状況

6

被災箇所は火山体である乗鞍岳の北側に位置し、地殻変動による急峻な浸食谷が発達
しているうえに複雑な地質構造を有している

図2-1 乗鞍岳と被災箇所の位置関係
（岐阜県地質図「ジオランドぎふ」を引用加筆）

図2-2 被災箇所周辺の浸食谷の状況
（岐阜県森林情報ウェブマップを引用加筆）

図2-3 被災箇所周辺の地質図
（岐阜県森林情報ウェブマップを引用加筆）

被災箇所は乗鞍火山噴出物が浸食され、美
濃帯が露出しており、崩壊が起きやすい地
形である。またこの地域の美濃帯は砂岩泥
岩互層で、軟質な泥岩部分が細片状に破砕
されていることが多い。

（１）被災箇所周辺の地域特性

被災箇所周辺は急峻な浸食谷が発達している上
に、複数の崩壊の痕跡がみられる

VN2：乗鞍火山噴出物(安山岩溶岩) Gp：花崗斑岩

Mal：美濃帯砂岩泥岩互層 Mmx：美濃帯混在岩

写真2-1 被災箇所周辺の斜面状況

被災箇所

VN2
Mal

VN2

Mmx

Mmx

Mmx
Gp

Mal

500m

乗鞍火山噴出物



被災箇所における地質調査結果
（２）被災箇所周辺の変状

7図2-4 被災箇所周辺の崩壊地と崩壊跡地

① 被災箇所周辺は大小の崩壊跡地が多数存在しており、斜面が脆弱化している
② 極寒地であるうえに、被災箇所前後を含めた約500m区間は日当たりの良い西向き斜面と

なっており、凍結融解による岩盤の風化が進行しやすい

被災箇所

：崩壊地・崩壊跡地
至 畳平

至 平湯

約500mの脆弱区間

：浸食谷輪郭

凡 例



被災箇所における地質調査結果

（３）被災箇所周辺の地形の評価

8

被災箇所は乗鞍火山による複雑な地質構成を有しており、崩壊跡地が
多数存在していることを確認

被災箇所の前後約500m区間は西向き斜面であり、凍結融解の影響を受
け風化が進行しやすいことを確認

被災箇所及びその周辺の斜面は脆弱化していると考えられる



被災箇所における地質調査結果

３.まとめ

被災箇所における復旧工事は不適当

（前回提案した桟橋等での復旧は不適当）

被災箇所及びその周辺を迂回するルート（トンネル）での復旧を提案

当該箇所及びその周辺斜面は浸食作用の影響を受けており、今後も風化
によって不安定化していくことから、恒久的に利用する構造物の構築は
望ましくない

9



復旧工法について
１.トンネル計画

1

計画平面図

被災箇所前後の斜面脆弱区間を避けたルートとし、現道との接続を考慮して坑口の
位置を設定

資料２

約500mの脆弱区間

至 平湯

至 畳平

復旧延長 L = 約800m

アプローチ部 L = 約100m トンネル L = 約600m

被災箇所



復旧工法について

１.トンネル計画

2

第３種第３級 設計速度４０km/hの２車線道路とし、縦断勾配を８.５％とする。

設計条件

・種級区分 ：第3種第3級

・復旧延長 ：約800m

（アプローチ部 100m×2＋トンネル 600m）

・道路幅員 ：6.0（7.5）m

（車道 3.0m×2＋路肩 0.75m×2)

・曲率半径 ：R = ∞（直線） ～ R = 120m

・縦断勾配 ：8.5％

・横断勾配

（片勾配）7.0％ ～ - 4.0％

（山勾配）1.5％

・設計速度 ：40km/h

標準断面図

750 6000
3000 3000

750

7500



復旧工法について

２.仮設道路計画

3

トンネル工事の発生土を仮置場の夫婦松駐車場
へ運搬する必要があること及び畳平側坑口のア
プローチ部を施工する際に資機材搬入が必要で
あるため、仮設道路を設置
斜面の安全を確認しながら、仮設道路を利用し
て暫定供用

夫婦松駐車場

畳平側坑口

平湯側坑口

平湯側坑口

発生土仮置場
（夫婦松駐車場）

至 畳平

畳平側坑口
平湯ゲート

畳平側坑口のアプローチ部
を施工する際、資機材を搬
入する必要がある

トンネル工事の発生土を仮置場
の夫婦松駐車場に運搬する必要
がある

【発生土処理のフロー】

トンネル掘削
↓

土砂出し
↓

土壌試験
↓

土砂搬出・残土処理

仮置場が必要



復旧工法について

２.仮設道路計画

4

仮設道路は、崩壊した路側斜面にグランドアンカーによる地山補強を実施し、
崩壊幅が大きく道路幅員が確保できない区間には仮橋を構築
また、斜面には排水ボーリングを実施し地下水位の上昇を抑制

計画平面図

至 畳平

地山補強工（グランドアンカー工）

仮設道路（片側交互通行）L = 約90m

仮橋（L = 約40m）

N
o.

2+
9.

7
● ●

N
o.

1

●

N
o.

2



復旧工法について

２.仮設道路計画

5

横断図

No.1（土工部） No.2+9.7（仮橋部）

地山補強工（グランドアンカー工）

排水ボーリング
（路側斜面、擁壁、山側斜面の3箇所に設置）

地山補強工（グランドアンカー工）

排水ボーリング

仮橋（L = 約40m）



復旧工法について

３.仮設道路供用時における斜面監視計画

6

仮設道路供用時の安全性を確保するため、斜面の変位や地下水位の状況、グラ
ンドアンカーの緊張力、降水量等を観測し、基準値を超えた場合は通行規制を
実施する
また、日常の道路パトロールに加え、地震時や冬期閉鎖解除時にもパトロール
を実施し、異常の有無を確認する

仮設道路供用時における監視計画

監視項目 規制(通行止)条件 解除条件

気象条件

降水量
①1時間降水量30mm以上
②24時間降水量70mm以上

①時間降水量が3時間連続で0mm
②規制値を下回る

風 速 20m/s以上 規制値を下回る

地 震 震度4以上 巡回目視点検で異常なし

地盤条件

（追加）

パイプ歪計
（連続観測）

10-4以上/日※ 規制値を下回る
巡回目視点検で異常なし

地下水位計
（連続観測）

BV-1孔GL-2.55m以浅

BV-7孔GL-3.70m以浅
規制値を下回る
巡回目視点検で異常なし

アンカー張力計
（連続観測）

設計値以上 巡回目視点検で異常なし

※『地すべり観測便覧』((社)斜面防災対策技術協会，2012年)を参考に設定

従来の通行止め基準は気象条件のみであるが、被災箇所においては地盤
条件も基準に追加



復旧工法について

４.復旧工程
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トンネルによる本復旧は令和９年度に完成予定
仮設道路は令和６年中に完成予定

・トンネル地質調査・詳細設計 Ｒ５

・仮設道路工事 Ｒ５～６

・トンネル本体工事 Ｒ６～８

・電気設備・舗装工事 Ｒ８～９


